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ごす意味を「どのように関わることが乳幼児と
保護者の安心感につながるか」「どのような環
境で乳幼児を迎えるのがよいか」というキー
ワードで考え、班ごとに乳幼児を迎える準備を
行った。ぬいぐるみを準備したり、部屋を飾る
装飾物を作ったりするなどの班があった。
当日
多くの学生がどのように幼児と関わったらよ
いのか戸惑っていたが、時間の経過とともに子
どもたちにも慣れ、円滑なコミュニケーション
を持つことが出来ていた。しかし幼児が母親を
想い、泣いてしまう場面では、どう対応したら
よいのか分からずにうろたえてしまい、保育士
からの助言を受ける場面もあった。
学生たちは保育室や体育館で子どもと一緒に
過ごし、どんな事に興味を持つのか探りながら、
それぞれの子どもの様子に合わせて子どもとの
距離を縮めていった。具体的には、走り回る子
どもにとことん付き合ったり、おもちゃを通し
てコミュニケーションを図ったり、電車やぬい
ぐるみでのごっこ遊びやボールを使った遊びな
どを行ったりして、様々に関係を深めているよ
うだった。また、保育室で子どもがどのように
過ごしているかを詳細に用紙に記入する学生の
姿も見られた。
学生は、保育の終了時に保護者の迎えにも対
応し、子どもが保育室でどんな様子で過ごして
いたのか、どんな遊びやおもちゃに興味を示し
ていたのかなどについて情報を共有する場面が
あり、保護者との交流が見受けられた。
振り返り
母親と離れて過ごす幼児と関わることは学生
たちにとっても大きな経験となった。学生の感
想の中には、「子どもを預かることへの責任を
感じた」ことや、母親が子どもにとっていかに
安心を感じられる対象なのかという気づきが
あった。また、「保育士がフォローしてくれた」
など現場の保育士との関わりもまた学生にとっ
てもよい刺激となったようだ。このような経験
を重ねることでもっと子どもと関わりたいと感
じ、次年度から始まる専門科目群の履修に向け
て動機を強める結果となったことを報告する。
アンケートより
コンサート終了時に行った参加者へのアン
ケートより、「プロの方の生演奏を近くで聴く
ことができてよかった」「子どもと離れてのイ
ベントはなかなかないので、とてもリフレッ
シュできた」「楽しく歌えた」「今回のようなイ
ベントにまた参加したい」など、保育つきのイ
ベントであったことや、プログラム内容に対す
る満足度が高かったことが伺えた。
一方で、第 2部「はなす」の時間が短くなっ
てしまったことや、第 3部「うたう」の時間が
もう少し長い方がよかったなど時間配分に対す
る要望や、会場が寒かった、受付まで分かりに
くかった、学生のあいさつができていないとい
う声もあり、今後の課題として残される。
